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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は トランジスタ広帯域同軸中継方式の研究と題し6章よりなっている｡
第 1章は緒論で, トランジスタ同軸中継方式を広帯域化する場合の主要問題である中継器の設計, 中継
方式の設計, 等化方式の設計などにつき, 1,000通話路以上の広帯域方式を実用化するために必要な新技
術の理論的根拠を明確にすることを目的とすることを説明している｡





検討を行ない, 寄生素子の影響を明らかにしている｡ この結果使用 トランジスタの定数とェミッタインダ
クタンスの値とかち中継器の最大帰還量を正確に算定することが可能となった｡
第3章は中継方式の設計に関するもので, 本章の前半では, プリエンファシスの一般的な非直線特性を





第4 章は等化に関するもので, 折線近似による新型等化器の構成原理, その特徴, 最適設計方法につい
て述べている｡ 等化における基本的量は, 細やかさと急峻さであるが, これについて従来の等化器を批判







同軸による 12Mc-2km, 標準同軸による 1.5pw/km の伝送という高度の雑音目標をみたす経済 的 な新
しい トランジスタ広帯域同軸中継方式を設計し, その内容, 試験結果などを述べている｡ この研究で行な







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
多数の通話を一括して同軸ケ- プルによって伝送することは, いわゆる広帯域同軸中継方式として電話
通信方式の一つの重要課題であり, 従来真空管を使用し, 標準 同軸 ケー ブル (2.6/9.5mm)によって
4Mc, 12Mcの帯域のものが実用化されていた｡ この研究は トランジスタを使用し, 標準同軸のほかに,
細心同軸 (1.2/4.4mm)にまで 12Mcの広帯域伝送を行なわせることを目的としたものである｡
本論文のはじめには, 1通話路当たりの経費を各種の方式について論じ, トランジスタによる細心同軸


















波数を決定し, さらに折点消去の順序を適当にえらぶことにより, 等化器構成が一義的に決定される｡ こ
れで細かさと急峻さの2 点を設計にとり入れることができるので, 従来の等化器とは全く異なっており,
最適等化の方式ということができる｡







以上のように, 本研究ははじめほとんど不可能と思われていた細心同軸 トランジスタ 12Mc 中継方式
を, 種々の基本的要件の詳細な検討を経て, 最終的に巽東化の域に到達させたもので, 学術上実際上貢献
するところ少なくない｡ よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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